質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　４

	提出年月日
	平成３０年１１月１２日
	議席番号
	　１番
	氏名
	　菊池　富也

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０分）

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．大子町最低制限価格
	　新庁舎建設や子育て支援住宅建設などの建設工事，町道改良や

	　制度について
	治山事業などの土木工事，測量・建設コンサルタント業務，役務の

	
	提供その他の請負契約において，最低制限価格を設けることができ

	
	ることとなっているが，町は近年，最低制限価格を設定したことが

	
	あるかなどを伺う。

	
	①　一般競争入札及び指名競争入札の対象事業は，年に何件あるの

	
	か。また，本年度の落札率はどれくらいか。

	
	②　大子広域公園整備事業等の役務の提供における入札の方法と

	
	落札率を伺う。（過去３年間）

	
	③　近年，耐震偽装問題をはじめ，様々な分野において種々の偽装

	
	　問題が発生している。あまり低価格で落札しても，偽装や手抜き


	
	　が行われては後日問題になる。また，その業務に携わる者を苦し

	
	めることとなっては，これも問題である。町は，最低制限価格を

	
	　事業によって設けるべきと思うが，町長の考えを伺う。

	
	　

	２．環境整備における嘱
	　通学路が雑草で通行できなくなっていたり，小中学校の景観が荒

	　託職員の活用について
	れていたり，どこでも人手が少なく手が回らない状況が起きている。

	
	そんな時に活躍できる嘱託の職員を配置し活用してはどうか。

	
	①　現在，町の職員のうち，嘱託職員は何の業務に何人いるのか。

	
	②　総務課に配置し，小中学校や保育園，あるいは要望のある地域

	
	　や福祉施設に派遣する方法はどうか。

	
	

	３．大子町の畜産農業に
	①　町営牧場における畜産事業の成果について伺う。

	　ついて
	②　大子町の畜産事業における今後の見通しについて伺う。

	
	③　大子町畜産農業協同組合の経営状況と今後の支援策について

	
	　伺う。


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　５

	提出年月日
	平成30年11月12日
	議席番号
	11番
	氏名
	佐　藤　正　弘

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様　　　　　　　　　　　質問時間60分　

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　一問一答方式　　　

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．東海第２原発の再稼働について
	①　原子力規制委員会は、１１月７日、日本原子力発電（原電）東海第２原発の運転延長を認可したが，課題は山積みされている。
昨年の１２月議会の答弁では「危険性のある原発は稼働する必要はないのではないか。」と答弁しているが，どのように考えるか。

	２．国民健康保険税の町民負担の軽減について

	①　国民健康保険は、自営業者、農家、非正規職員などが主な加入者である。そのような中で、毎年、国保税の滞納が発生している。

所得のわりに国保税が高すぎるからである。
国、県の支援強化へ働きかけ、一般会計からの繰り入れを増やし、町民の負担の軽減を図るべきだと思うが、どのように対応していくのか。

	３．大子町空家等対策計画について
	①　空家対策として、空家の調査、空家バンク等の事業が行われてきたが、どのような成果があったのか。

②　特定空家に指定された場合の町の対応、住民の恩恵、持ち主の不利益は、どのようなことが考えられるか。

	４．生活、環境の充実について
	①　９月議会で、八溝山へ通じる県道、景観等について質問したが、その後どのように対応しているのか。

②　民俗、文化遺産の収集は、時間の経過とともに難しくなり、収集が不可能になる場合もある。現状の民俗、文化遺産に対しての対応は、不充分である。収集、展示、一般公開できる施設など計画的に進める必要があるのではないか。

③　読書の町を宣言し１０年になるが「宣言」が町民全体のものとなっていない。図書館の位置、施設にも問題があるのではないのか。

　町民に親しまれる図書館の建設が必要ではないのか。

	５．環境保全協定に基づく自主基準の報告について
	①　報告の中で、焼却灰の放射性物質濃度について、１月～７月まで１５回測定し、447～4396ベクレルと最低と最高で約１０倍の差がある。どのような理由から差が出るのか。木材の産地で差があるならば、どこの産地のものなのか。



